
  平成30 年度　岸和田市指定管理者モニタリングチェックシート

1．基本情報

2．事業報告書の概要

利用者数推移（3ヵ年度分記入してください。）

入場料収入等推移（3ヵ年度分記入してください。）

上記推移の理由等

3.モニタリングチェック

個別評価・理由・意見等

1履行確認

2サービス水準の確認

3事業収支の確認  

総合評価理由・意見等

4.今後の方向性

施設運営の根拠となる計画等 岸和田市文化振興計画　該当ページ P44 ～P45  

A1 基本協定書・仕様書に沿った管理運営を行った。

A2 適切に提供した。

A 適切に執行した。

周辺エリアを代表する、文化芸術の発信施設として、市内外から多くの来場者がある。企画事業では、好評を得ている定番の事業の他、新たな事業に取り

組み、文化振興に努めた。

指定管理者名

施設名（所在地）

前年度の業務実績
を振り返り、今年
度どのような取組
みを実施する予定
か（今年度の事業
計画書等に反映さ
れた点）。

利用者アンケートで要望のあった有料コピー機のカラー、USB対応化ならびに、催事案内表示盤を更新することになった。

企画事業では、芸術ディレクターである西本智実氏の監督・指導の下、オリジナル公演を企画・実施し、他館との連携事業とする。また、市内文化施

設３館が合同で実施する事業（文化振興計画P45）では、初めて現代アートに取組み、他の２館と協議を重ねながら、助成金の確保を行った。

施設の利用状況

運営業務の実施状況

管理業務の実施状況

浪切ホール（岸和田市港緑町１番１号）

南海・TVKグループ

平成28年４月1日～平成34年３月31日（６年間）

魅力創造部文化国際課

256,902,000円 指定管理期間

公募 施設所管課名公募/非公募

指定管理料

基本協定書・仕様書に基づき、施設管理を適切に実施した。

企画事業は、53事業を実施。平成30年度は、従前より好評である事業を実施しつつ、前年度に引き続き、「地域創造」助成事業『オペラ・プロ

ジェクト』に取り組み、多くの市民が参加し、舞台芸術の創造に取り組んだ。

H28：527,943人　H29：589,404人　H30：579,901人

利用料金収入　H28：116,658,515円　H29：130,578,165円　H30：137,833,285円

利用者数の推移としては、H28からH29にかけて、大ホールの利用件数の増（企画事業）による点が大きい。H29からH30にかけては、大ホール

の利用者数については若干減少し、一方では祭りの広場・多目的ホールの利用者数が増加したものの、結果として前年度の数値まで及ばなかっ

た。利用料金の推移としては、この３年間にかけては、特に企画事業の実施によるところが大きく、施設使用料と附属設備費は事業の実施内容に

よって影響する。

総合評価

A1


